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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
　
　「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」　
　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

ふ
じ
み
ん
子
育
て

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ふ
じ
み
ん
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
子
ど
も
の
行
動
の
見
方
」「
上
手
な
ほ

め
方
」「
上
手
な
し
か
り
方
」を
学
ぶ
随

時
開
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。「
子
ど

も
を
つ
い
叱
っ
て
し
ま
う
」「
褒
め
方
が

分
か
ら
な
い
」な
ど
、
今
悩
ん
で
い
る

こ
と
に
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
か

を
家
庭
児
童
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
時　
約
1
時
間
30
分
を
2
回

※
申
込
時
に
都
合
の
良
い
日
時
を
伺
い

ま
す
。

場
所　
家
庭
児
童
相
談
室（
市
役
所
第

2
庁
舎
）

対
象　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
3
歳
〜

小
学
生
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人

※
2
人
ま
で
同
時
参
加
が
可
能
、
子
ど

も
を
連
れ
て
の
参
加
は
要
相
談
。

申
込
方
法　
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
４

市
民
活
動
展
示
会
・

交
流
会
２
０
２
６

　

　
市
民
活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
、
市
民
活

動
へ
の
参
加
促
進
を
目
的
と
し
て
、
市

民
活
動
展
示
会・交
流
会
２
０
２
６
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
他
市
民
団
体

や
市
民
と
の
交
流
を
図
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開
催
日
時　
展
示
会
＝
来
年
2
月
2
日

㈪
〜
6
日
㈮

　
交
流
会
＝
来
年
2
月
8
日
㈰

対
象　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
市
民
活

動
団
体

申
込
方
法　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

に
登
録
の
上
、
９
月
30
日
㈫
ま
で
に

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）

を
窓
口
か
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出

す
る

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
〒
３
５
６・０
０
０
６
霞
ケ
丘
1・２・７

  

・　
　
　
　
　

０
４
９・２
６
１・０
６
８
１

　

shim
inkatudou@

etude.
ocn.ne.jp

病
児・病
後
児

緊
急
サ
ポ
ー
ト
会
員

　
病
児
・
病
後
児
の
預
か
り
や
宿
泊
を

伴
う
保
育
、送
迎
、そ
の
他
緊
急
的
な
預

か
り
な
ど
の
援
助
活
動
を
行
う
サ
ポ
ー

ト
会
員（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
募
集

し
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
で
健
康
で
あ

れ
ば
、
年
齢
や
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

1
回
ご
と
の
活
動
が
中
心
な
の
で
、
空

い
た
時
間
を
使
っ
て
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
な
る
に
は
、
講

習
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。　
　

日
程　
①
9
月
9
日
㈫・10
日
㈬・11
日

㈭
・
12
日
㈮
②
11
月
4
日
㈫
・
5
日

㈬・6
日
㈭・7
日
㈮
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

※
全
8
日
間
の
日
程
の
う
ち
、
計
4
日

間
の
受
講
が
必
要
。

場
所
　
①
市
役
所
本
庁
舎
5
階
A
５
０

１
会
議
室
②
ふ
じ
み
野
交
流
セ
ン

タ
ー
集
会
室
１（
富
士
見
市
ふ
じ
み

野
東
３・７・１
）

申
込
方
法　
午
前
7
時
〜
午
後
8
時
に

電
話
で
申
し
込
む

 

N
P
O
法
人
病
児
保
育
を
作
る
会

緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉

　

０
４
８・２
９
７・２
９
０
３

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

協
賛
企
業・団
体

　
第
21
回
ふ
じ
み
野
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
の
協
賛
企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

大
会
日
程　
12
月
14
日
㈰

内
容　
①
ポ
ス
タ
ー
な
ど
掲
示
物
へ
の

団
体
名
の
表
示
＝
５
０
０
０
円
以
上

②
ゼ
ッ
ケ
ン
に
お
け
る
団
体
名
の
表

示
＝
３
万
円
以
上
③
会
場
内
ブ
ー
ス

出
店
な
ど
＝
3
万
円
以
上
④
大
会
命

名
権（
１
社
限
定
）＝
30
万
円
以
上

募
集
期
限　
８
月
29
日
㈮

 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）
０
４
９・２
２
０・２
０
９
０

第
10
回
フ
ク
ト
ピ
ア　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
災
害
の
支

援
募
金
を
集
る
イ
ベ
ン
ト
の
体
験
教
室

や
占
い
な
ど
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。
出
品
の
た
め
の

貸
し
出
し
品
な
ど
、
詳
し
く

は
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
13
日
㈷

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

場
所　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

出
店
料　
1
ブ
ー
ス
２
５
０
０
円

募
集
数　
体
験
教
室
＝
８
ブ
ー
ス
、
占

い
な
ど
＝
４
ブ
ー
ス

申
込
方
法　
8
月
17
日
㈰
ま
で
に
ウ
ェ

ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

０
４
９・２
６
４・７
９
７
１

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
国
が
実
施
す
る「
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
」に
参
加
し
ま
す
。
実
際
の
災

害
と
お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　
８
月
20
日
㈬
午
前
11
時
頃

放
送
内
容　
上
り
チ
ャ
イ
ム
+「
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×

３
回
+「
こ
ち
ら
は
、防
災
ふ
じ
み
野

で
す
」+
下
り
チ
ャ
イ
ム

 

危
機
管
理
防
災
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
１
７

市
長
選
・
市
議
補
選

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
ふ
じ
み
野
市
長
選
挙
お
よ
び
ふ
じ
み

野
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
10
月
19

日
㈰
告
示
、
26
日
㈰
投
票
で
す
。
立
候

補
届
出
の
受
付
は
10
月
19
日
㈰
で
す

が
、
次
の
と
お
り
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

日
時　
9
月
16
日
㈫
午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
A
５
０

１・５
０
２
会
議
室

 

選
挙
管
理
委
員
会

　

０
４
９・２
６
２・９
０
０
６

　
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
８
月
21

日
㈭
か
ら
上
下
水
道
課（
市
役
所
第
２

庁
舎
１
階
）で
配
布
す
る
受
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
日　
11
月
30
日
㈰

場
所　
聖
学
院
大
学（
上
尾
市
戸
崎
１・

１
）　

申
込
方
法　
８
月
21
日
㈭
〜
９
月
30
日

㈫（
消
印
有
効
）に
郵
送
で
申
し
込
む

受
験
料　
1
万
円

 

上
下
水
道
課

　

０
４
９・２
２
０・２
０
７
５

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

　
公
共
下
水
道
の
使
用
が
開
始
さ
れ
た

区
域
の
家
庭
な
ど
は
、
下
水
を
公
共
下

水
道
に
流
入
さ
せ
る
た
め
の
排
水
設
備

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
そ
の
排
水
設

備
を
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
は

市
指
定
の
下
水
道
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

 

上
下
水
道
課

　

０
４
９・２
２
０・２
０
７
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

16

市からの
お知らせ

　上福岡西公民館は建物・設備などの老朽化に伴い大規模改修工事を
行うため、9月28日㈰をもって閉館します。
　9月29日㈪から工事に着手し、文化施設として令和9年夏のオープ
ンを目指して整備を進めます。工事期間中は騒音、振動など近隣の皆
さんにご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問合せ●上福岡西公民館改修工事＝文化・スポーツ振興課（ ０４９・２６２・８１２４）
上福岡西公民館図書室＝社会教育課（ ０４９・２２0・２087）
避難所の変更＝危機管理防災課（ ０４９・２6２・9017）

上福岡西公民館の大規模改修工事

問合せ●市民課出張所（ ０４９・２６1・0353）

来年３月～６月（予定）工期サービスセンターホールの休館
　サービスセンターは、空調機器などの設備の老朽化に伴い更新工事を行うため、
サービスセンターホール（多目的ホール・会議室）を休館します。 公共施設予約システ
ムからも予約ができなくなります。
　また、工事期間中は、サービスセンター内の出張所、市民活動支援センター、子
育てふれあい広場も順次業務の縮小や休館を予定しています。
　期間中は、大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
※物価や資材・人件費の高騰により、工事期間や内容が変更する場合があります。　

対象　上福岡四丁目町内会、上福岡五・六丁目町内会、武蔵
野町内会の地域にお住いの人

　気象情報、災害時における避難情報、避難所の開
設情報などをリアルタイムで確認できるサイトです。
　日頃からの備えに役立つ情報として、避難所やハ

ふじみ野市防災情報ポータルサイト

避難所を一時的に変更します

　上福岡西公民館を避難所としている市民の皆さんは、避難
所をサービスセンターホール（サービスセンター2階）へ一時的
に変更します。
　災害時の避難情報や避難所の開設状況は、市ホームページや
「ふじみ野市防災情報ポータルサイト」などでお知らせします。

※サービスセンターホールの空調機器などの更新工事による
休館中も、避難所として利用できます。

対象期間 ９月２８日㈰まで ９月２９日㈪から
避難施設 上福岡西公民館 サービスセンターホール

上福岡駅

亀
久
保
交
差
点

市
役
所

西中央公園

上福岡西公民館

埼玉りそな
銀行

ココネ上福岡
介護予防センター介護予防センター

サービスセンター

（霞ケ丘 1・2・7）

9月29日㈪～
令和９年夏頃

工期

　上福岡西公民館の大規模改修工事期間中は、上福岡西公
民館図書室を休室します。休室中は、サービスセンター（出
張所）で予約本の受け渡
しなどを行う臨時カウン
ターを開設します。利
用時間など、詳しくは
市報９月号でお知らせし
ます。

上福岡西公民館図書室は休室します

▲防災情報
ポータルサイト

ザードマップ情報などのほか、防
災関連のリンク集を確認できます。
※市ホームページのトップページ
「もしものとき」から防災情報ポー
タルサイトを見ることができます。
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
　
　「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」　
　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

　

ひ
と
り
親
家
庭
相
談
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
を
対
象
に
就
労

お
よ
び
貸
し
付
け
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
就
職
や
転
職
の
相
談
、
子
ど
も

の
高
校・大
学・専
門
学
校
な
ど
で
利
用

で
き
る
福
祉
資
金
の
貸
付
相
談
が
で
き

ま
す
。
相
談
は
埼
玉
県
西
部
福
祉
事
務

所
の
専
門
相
談
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
８
月
22
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
8
月
15
日
㈮

ま
で
に
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む

�

子
育
て
支
援
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
１

国
民
年
金
の
納
付
は

口
座
振
替
な
ど
が
便
利

　
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
に
は
、

当
月
分
保
険
料
を
月
末
に
振
替
納
付
す

る
と
毎
月
60
円
引
き
に
な
る
早
割
制
度

が
あ
り
ま
す
。ま
た
口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
に
は
、
よ
り
割
引
額
が

大
き
く
な
る
前
納
制
度（
６
か
月・１
年・

２
年
）が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
年
金
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
口
座
振
替
＝
顔
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
、
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
書
類
、
通
帳
と
届
出
印

　
ク
レ
ジッ
ト
カ
ー
ド
＝
顔
写
真
付
き
の

本
人
確
認
書
類
、
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
書
類
、
ク
レ
ジッ
ト
カ
ー
ド

手
続
場
所　
口
座
振
替
＝
ご
希
望
の
金

融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所（
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
電
子
申
請
も
可
）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
＝
年
金
事
務
所

�

川
越
年
金
事
務
所

　

０
４
９・２
４
２・２
６
５
７

国
民
年
金
の
任
意
加
入

　
60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
満
た
さ
な
い
場
合
や
満
額
受
給

で
き
な
い
場
合
に
、
年
金
額
の
増
額
を

希
望
す
る
人
は
、
申
出
の
あ
っ
た
月
か

ら
60
歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
の
条
件　
次
の
①
～
④
の
全

て
の
条
件
を
満
た
す
人

　
①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
～
64
歳

　
②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を

受
け
て
い
な
い

　
③
20
～
60
歳
の
保
険
料
の
納
付
月
数

が
４
８
０
月（
40
年
）未
満

　
④
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い

注
意
事
項　
⑴
昭
和
40
年
4
月
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
65
～
69
歳
の
人

も
加
入
で
き
ま
す
。

　
⑵
外
国
に
居
住
す
る
日
本
人
で
20
～

64
歳
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
方
法
は
口
座
振
替
が

原
則
で
す
。

持
ち
物　
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

類
、基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
、

預（
貯
）金
通
帳
お
よ
び
当
該
金
融
機

関
へ
の
届
出
印

申
込
方
法　
窓
口
で
申
し
込
む

�

保
険・年
金
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
０

　
詳
し
く
は
各
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
右
か
ら
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
支
給
制
度
）

�

障
が
い
福
祉
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
３
１

在
宅
重
度
心
身
障
害
者

手
当
の
支
給

　
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
在

宅
で
生
活
し
て
い
る
人
に
対
し
て
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
現
在
受
給
し
て

い
る
人
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級

　
②
療
育
手
帳
Ⓐ・A

　
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※
次
に
該
当
す
る
人
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
。
①
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
経
過
的
措
置
に
よ
る
福
祉
手

当
の
い
ず
れ
か
を
受
給
し
て
い
る（
一

部
例
外
あ
り
）②
施
設
入
所
中
③
65
歳

以
上
で
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

手
当
額　
月
額
５
０
０
０
円（
9・3
月

に
ま
と
め
て
支
給
）

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

�

障
が
い
福
祉
課

　

０
４
９・
２
６

２・９
０
３
１

　
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い
と
8
月

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

受
付
期
間　
①
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
＝
８
月
12
日
㈫
～
9

月
11
日
㈭

��

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
12
日

㈫
～
29
日
㈮

※
い
ず
れ
も
土・日
曜
日
は
除
く
。

受
付
場
所　
障
が
い
福
祉
課

�

障
が
い
福
祉
課

０
４
９・２
６
２・９
０
３
１

令
和
7
年
度

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提

出
し
な
い
と
11
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は

個
別
に
通
知
し
ま
す
。

受
付
期
間　

8
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

（
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
31
日
㈰
の
休
日
開
庁
日
は
受
付
。

※
５
日
㈫
～
８
日
㈮
は
午
後
7
時
30
分

ま
で
受
付（
７
日
㈭
と
８
日
㈮
は
子
育

て
支
援
課
の
み
）。

受
付
場
所　
子
育
て
支
援
課
、
大
井
総

合
支
所

�

子
育
て
支
援
課

０
４
９・２
６
２・９
０
４
１

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

自
立
支
援
医
療
の
非
課

税
世
帯
の
利
用
者
負
担

　
自
立
支
援
医
療
制
度
は
、
心
身
の
障

害
を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め
の
医
療
に

つ
い
て
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
す
る
公
費
負
担
医
療
制
度
で
す
。
各

自
立
支
援
医
療
で
は
、
同
じ
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
家
族
を
同
一
の「
世

帯
」と
し
、所
得
に
よ
り
月
額
負
担
上
限

額
を
設
定
し
ま
す
。
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
月
額
上
限
２
５
０
０
円
は
7
月
か

ら
収
入
80
万
円
以
下
か
ら
収
入
80
万
9

千
円
以
下
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

障
が
い
福
祉
課

　

０
４
9・２
６
２・９
０
３
２

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
所
得
基
準
額
改
定

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
制

度
は
、
受
給
資
格
者
な
ど
の
前
年
の
所

得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
と
、
支
給
が

停
止
と
な
り
ま
す
。

　
８
月
1
日
か
ら（
加
算
対
象
と
な
る
）

扶
養
親
族
な
ど
が
い
な
い
場
合
の
限
度

額
は
３
６
０
万
４
０
０
０
円
か
ら
３
６

６
万
１
０
０
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。
扶

養
親
族
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
扶
養
親

族
１
人
に
対
し
38
万
円
を
３
６
６
万
１

０
０
０
円
に
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費

通
知
は
年
１
回
２
月
に
発
送

　
令
和
７
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

に
か
か
る
医
療
費
通
知
の
発
送
回
数
が

年
１
回（
２
月
）と
な
り
、
封
書
で
の
送

付
と
な
り
ま
す
。
お
知
ら
せ
す
る
診
療

年
月
は
令
和
6
年
11
月
か
ら
令
和
7
年

10
月
と
な
る
た
め
、
令
和
７
年
分
の
医

療
費
控
除
の
資
料
と
し
て
医
療
費
通
知

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
11
月
と
12
月

診
療
分
は
医
療
機
関
な
ど
か
ら
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
医
療
費
通
知
情
報
を
前
々
月
診

療
分
ま
で
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

�

保
険・年
金
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
２

内
職
相
談

出
張
相
談
会
in
ゆ
め
ぽ
る
と

　
毎
週
火・水・金
曜
日
に
市
役
所
本
庁

舎
２
階
で
内
職
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
参
加
で
き
な
い
人
向
け
に

出
張
相
談
会
を
実
施
し
ま
す（
要
予
約
）。

日
時　
９
月
3
日
㈬
①
午
前
10
時
40
分

か
ら
②
午
前
11
時
20
分
か
ら
③
午
後

１
時
か
ら
④
午
後
１
時
40
分
か
ら
⑤
午

後
2
時
20
分
か
ら（
1
人
30
分
程
度
）

場
所　
ゆ
め
ぽ
る
と
A・B
会
議
室（
大

井
総
合
支
所
２
階
）

対
象　
内
職
を
し
た
い
人
、
内
職
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
を
し
た
い
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

※
出
張
相
談
会
当
日
は
、
本
庁
舎
２
階

の
内
職
相
談
を
お
休
み
し
ま
す
。

�

産
業
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
３

中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度

　
国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企
業
の
た

め
の
外
部
積
立
型
の
退
職
金
制
度
で

す
。
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
一
部
を
国

が
助
成
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
家

族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。
他
の
退

職
金・企
業
年
金
制
度
な
ど
と
の
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

０
３・６
９
０
７・１
２
３
４

夏
季
の
水
難
事
故
防
止

　
夏
季
は
、
年
間
を
通
じ
て
水
難
が
多

い
時
期
で
す
。
多
く
は「
水
遊
び
、
水

泳
、
魚
と
り
」を
し
て
い
る
際
の
事
故

で
、
死
亡
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
遊
泳
禁
止
場
所
や
危
険
な
場
所
で
は

遊
泳
さ
せ
な
い

・
保
護
者
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

・
水
辺
で
小
さ
い
子
ど
も
だ
け
で
は
遊

ば
せ
な
い

・
遊
泳
、
ボ
ー
ト
遊
び
な
ど
に
よ
り
河

川
に
入
る
場
合
は
、救
命
胴
衣（
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）を
着
用
す
る

・
増
水
時
は
遊
泳
さ
せ
な
い

�

東
入
間
警
察
署

　

０
４
9・２
６
９・０
１
１
０

�道路課（ 049・220・2074）８月は道路ふれあい月間です
　道路を利用する人に、道路の役割や重要性を改めて認識し、
道路を常に広く、美しく、安全に利用していただくため、市
では道路の愛護活動や正しい利用の啓発を行っています。道
路上に危険を見つけたらご連絡ください。
●道路に出ている枝葉の撤去や剪定
　宅地内から道路上に出ている枝葉
などが原因で通行人がけがをしたり、
道路の見通しが悪くなり事故の原因
となったりします。落ち葉などが集
水マスをふさぎ、雨水が流れなくな
る恐れがあります。道路上に出てい
る枝葉などの撤去や剪

せんてい
定にご協力く

ださい。
●道路に物を置かないで
　道路上や道路構造物に植木鉢や立看板、段差解消のプレー
トなどを設置したり、自転車を放置したりすると、点字ブロッ

クの利用に支障が出てしまいます。けがや事故の原因となり
ます。
●道路上の段差プレート
　敷地と道路との段差を解消するため道路に段差プレートを
設置すると、歩行者や自転車の通行の妨げとなり、事故があっ
た場合は設置した人に責任が及ぶ場合があります。雨水の流
れを止めてしまい、道路が冠水し住宅内へ雨水が流れ込むこ
ともあります。常時設置しないようにしましょう。段差解消
のための工事は、道路法 24条に基づく手続きにより自費で
行うことができます。詳しくは、お問い合わせください。
●道路遊びはやめましょう
　道路は公共の場所であり、車やバイク、自転車や歩行者が
通行する場所であって、遊び場所ではありません。住宅街の
中など、交通量が少ない道路だからといって油断していると、
思わぬ事故に遭うかも知れません。家族や大切な人が交通事
故に遭ってしまう前に、道路遊びはやめましょう。

剪定して
ください

敷地内に
入れて
ください

境界

民有地 道路

創
業
・
副
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講

者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
創
業
さ
れ
た
人
・
創
業
を
考
え
て
い

る
人
へ
、過
去「
創
業・副
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
受
講
さ
れ
た
人
を
中
心
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し
て
情
報
交
換
会（
座
談
会
）

を
開
催
し
ま
す
。
創
業
後
の
困
り
ご
と

な
ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
23
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

ふ
じ
み
野
市
商
工
会
3
階
大

ホ
ー
ル（
上
福
岡
１・５・14
）

対
象　
過
去
開
催
の
ふ
じ
み
野
市
商
工

会
創
業・副
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
、創

業
者
、
創
業
予
定
者　

申
込
方
法　
８
月
18
日
㈪
ま
で
に
メ
ー

ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

�

ふ
じ
み
野
市
商
工
会

　

０
４
９
・
２
６
１
・
３
１
５
６

　
　
　
　
　
　

０
４
９
・
２
６
１
・
３
１
５
０

　

fujim
ino@

syokoukai.jp

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の

人
権
相
談
」
強
化
週
間

　
子
ど
も
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
取
り
組
む
た
め
、
専
用
相
談
電
話

で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日
㈬
～
9
月
２
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
８
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
。

専
用
電
話
番
号　
０
１
２
０・０
０
７・

１
１
０（
全
国
共
通・無
料
）�

�

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

　

０
４
８・８
５
１・１
０
０
０
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
　
　「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」　
　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

シ
ル
バ
ー
ク
レ
イ
「
型

押
し
で
作
る
リ
ン
グ
」

　
焼
く
と
純
銀
に
な
る
銀
粘
土
で
指
輪

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
8
月
30
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場
所　
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ク
ト
ピ

ア
内
）　�

対
象　
中
学
生
以
上

費
用　
４
４
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

定
員　
14
人(

申
込
順)

申
込
方
法　
開
催
日
の
7
日
前
ま
で
に

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

�

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

0
４
９
・
２
６
４
・
７
９
７
１

健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
セ
ル
フ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座

�

か
ん
た
ん
な
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ヨ
ガ
の
動
き
で
、
何
歳
に
な
っ
て
も
痛

み
の
な
い
動
け
る
体
づ
く
り
を
。
毎
日

で
き
る
簡
単
な
動
き
を
セ
ル
フ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
講
座
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
8
月
24
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
～
３
時

場
所　

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

空
家
な
ど
の
管
理

　
（
公
社
）入
間
東
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
ふ
じ
み
野
市
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
協
同
組
合
で
は
、
協
定
に
よ
り
空
家

な
ど
の
庭
木
の
伐
採
や
除
草
作
業
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
個
別
に
費
用
を
見
積
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
環
境
セ
ン
タ
ー
で
の
廃
棄
物
処
理
手

数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

�

建
築
課

　

０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
４
３

空
家
の
困
り
ご
と

　
新
た
な
空
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
家
・
空
地
管
理
セ
ン

タ
ー
と
協
定
を
締
結
し
、空
家
管
理
サ
ー

ビ
ス
や
空
家
活
用
相
談
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
家・空
地
管
理
セ
ン

タ
ー

０
１
２
０・３
３
６・３
６
６

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に

関
す
る
補
助
制
度

　
県
で
は
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の

お
そ
れ
の
あ
る
吹
付
け
材
の
含
有
調
査

お
よ
び
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等

工
事
に
対
す
る
費
用
の
補
助
を
し
て
い

ま
す
。

�

県
建
築
安
全
課

　

０
４
8
・
８
３
０
・
５
５
２
５

建
築
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
に
関
す
る
補
助
制
度

　
県
で
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
建
築

物
の
う
ち
、
病
院
や
店
舗
、
福
祉
施
設

な
ど
の
多
数
の
人
が
利
用
す
る
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
に

対
し
て
、耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
設
計
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事
の

費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

�
県
建
築
安
全
課

　

０
４
８・８
３
０・５
５
２
７

交
通
遺
児
等

援
護
一
時
金
の
給
付

　
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県

内
在
住
の
交
通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、

援
護
一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
在
住
で
令
和
６
年
4
月
1

日
以
降
に
交
通
遺
児
と
な
っ
た
18
歳

以
下
の
人

給
付
額　
子
ど
も
1
人
当
た
り
10
万
円

（
1
回
の
み
）

給
付
時
期　
①
11
月
②
来
年
5
月

提
出
期
限　
①
8
月
29
日
㈮
②
来
年
2

月
27
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
書
類（
学
校
で
配
布
）

を
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
に
郵

送（
〒
３
３
０・０
０
６
５
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
2
・
12
・
10
）か
持
参

す
る

�

県
防
犯・交
通
安
全
課

　

０
４
８・８
３
０・２
９
５
５

市
の
防
犯
講
習
会

●
悪
徳
訪
問
販
売
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
基
礎
知
識
ー
犯
罪
被
害
の
実
例
か

ら
ー

　
「
防
犯
」が
テ
ー
マ
の
講
習
会
で
す
。

　
防
犯
活
動
を
し
て
い
る
人
、
関
心
あ

る
人
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
６
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
５
階
大
会
議
室　

対
象　
市
内
在
住
の
人

講
師　
中
村
弘
毅
さ
ん（
つ
き
の
み
や

法
律
事
務
所
弁
護
士
）

定
員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫
～
9
月
5
日

㈮
に
電
話
で
申
し
込
む

�

危
機
管
理
防
災
課

　

０
４
９
・
２
６
２
・
９
０
５
２

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
地
元
経
済
の
活
性
化
を
支
え
る
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
2
回
催
し
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
可
視
化
経
営
に

つ
い
て
」と「
企
業
人
材
確
保
」。
地
元
企

業
を
交
え
て
、地
域
経
済
活
性
化
へつ
な

げ
ら
れ
る
ヒ
ン
ト
を
皆
さ
ん
と
探
り
ま

す
。

日
時　
①
９
月
12
日
㈮
午
後
3
時
～
4

時
②
10
月
7
日
㈫
午
後
3
時
30
分
～

4
時
30
分

場
所　
文
京
学
院
大
学
ふ
じ
み
野
キ
ャ

ン
パ
ス（
亀
久
保
１
１
９
６
）

講
師　
中
山
智
晴
さ
ん（
文
京
学
院
大

学
副
学
長
）

対
象　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
経
済
活
性

化
の
取
り
組
み
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　
各
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

�

文
京
学
院
大
学
社
会
連
携
推
進
室

　

0
４
９
・
２
６
９
・
６
８
１
８

　

f-chiikirensui@
bgu.ac.jp

中
国
語
講
座

９
月
新
規
開
講
募
集

　
初
心
者
向
け
の
ク
ラ
ス
で
あ
い
さ
つ

や
会
話
の
簡
単
な
文
法
を
学
び
ま
す
。

日
時　
土
曜
日（
月
4
回
）

　
午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

費
用　
５
０
０
０
円（
月
謝
制
）

※
体
験
は
１
回
１
２
５
０
円（
要
予
約
）。

申
込
方
法　
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

�

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

0
４
９
・
２
６
９
・
４
８
１
１

救
命
講
習

日
時　
①
８
月
23
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

正
午
②
９
月
27
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防

本
部（
大
井
中
央
１・１・19
）

内
容　
①
入
門
コ
ー
ス

　
②
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

対
象　
ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三

芳
町
に
在
住・在
勤・在
学
の
人

定
員　
①
10
組（
小
学
４
年
生
～
６
年

生
の
児
童
と
保
護
者
）②
25
人（
申
込

順
）

申
込
方
法　
①
８
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

②
９
月
１
日
㈪
～
３
日
㈬（
平
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）に
電
話

で
申
し
込
む

�

入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
消
防
本

部
救
急
課

　

�

０
４
９・２
６
1・６
６
７
３

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
講
座

　

　
災
害
時
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
補
助
や
支
援
活
動
に
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
、防
災
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
27
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
象　
防
災
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
人

定
員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
8
月
4
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
申
し
込
む

�

社
会
福
祉
協
議
会

　

０
４
９・
２
６

６・１
９
８
１

講
師　
羽
下
や
よ
ひ
さ
ん（
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）�

費
用　
５
０
０
円

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、
ス
ポ
ー
ツ
タ

オ
ル
、
飲
み
物

定
員　
20
人(

申
込
順)

申
込
方
法　
8
月
5
日
㈫
か
ら
窓
口
か

電
話
で
申
し
込
む

�

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

0
４
９
・
２
７
８
・
１
１
２
２

大
東
文
化
大
学
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
秋
期
講
座

　
誰
で
も
受
講
で
き
る
教
養・芸
術・語

学・ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
公
開
講
座
で
す
。

詳
し
く
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
無
料

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

期
間　
10
月
～
来
年
2
月

場
所　
大
東
文
化
大
学（
大
東
文
化
会

館・東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス・オ
ン
ラ
イ
ン
）

費
用　
無
料
～
３
万
円
程
度（
講
座
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
込
方
法　

８
月
22
日

㈮
～
9
月
4
日
㈭
に

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
の
申
込
書
を
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む（
申
込
順
）

�

大
東
文
化
大
学・地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　

０
３・５
３
９
９・７
３
９
９

　
　
　
　
　
　

０
３・５
３
９
９・７
８
５
７

 福岡河岸まつり
８８月月2323日日㈯㈯
午後 3 時～８時午後 3 時～８時（雨天中止）（雨天中止）

日時 場所 養老橋船着場

※中止の場合は、テレ玉のデータ放送（ｄボタン）および市ホームページで8月22日㈮にご案内します。
※会場に駐車場はありませんので、市役所駐車場（有料）をご利用ください。なお、上福岡駅東口から福岡河岸記念館入口までは
無料送迎バス（市役所経由）を運行します。
※中止の場合は、8月24日㈰午後4時～7時に福岡河岸記念館駐車場で燈籠を回収し点灯します（送迎バスの運行はなし）。
�協働推進課（ ０４９・262・9016、平日の午前８時３０分～午後５時１５分）

費用　1基500円（税込）
販売場所　協働推進課、泉名ストア（清
見３・４・８）

※当日会場でも販売します。
■こども広場で楽しもう
　小さな子どもも楽しめる「ものづくり」
や「スーパーボールすくい」などを用意し
ています。
■イベント広場
　太鼓など盛りだくさんのイベントを用
意しています。

　ふじみ野市の母なる川である新河岸
川の川辺で往時をしのびながら、皆さん
で夏のひと時を楽しみませんか。新河岸
川船着場、河川敷に点火した燈

とうろう
籠を並

べて飾り、光のページェントとして楽し
みます（燈籠は新河岸川には流しませ
ん）。当日のご来場をお待ちしています。
■燈籠飾り
　先祖や家族への思いを燈籠に込め、
河川敷に飾ります。自分たちの思いも
併せて祈ってみませんか。

■模擬店
　子どもの喜ぶおいしい食べ物や飲み
物をたくさん揃えています。

　福岡河岸記念館を午後８時まで
延長して開館します。詳しくは、
今月号の12ページをご覧ください。
�上福岡歴史民俗資料館
（ 049・261・6065）

福岡河岸記念館無料公開

第１７回
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
　
　「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」　
　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

舞
台
を
作
る
お
手
伝
い

を
し
よ
う

●�

オ
ペ
ラ「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　

み
ん
な
で
一
緒
に
舞
台
づ
く
り
を
楽

し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
プ
ロ
の

先
生
や
地
元
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
オ
ペ
ラ
の
世
界
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く

は
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
21
日
㈰
、
10
月
11
日
㈯
、

11
月
9
日
㈰
、
11
月
24
日
㉁
、
12
月

6
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

対
象　
小
学
1
年
生
以
上

※
小
学
4
年
生
ま
で
は
保
護
者
も
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
回
30
人（
抽
選
）

費
用　
各
回
５
０
０
円

申
込
方
法　
8
月
17
日
㈰
午
後
5
時
ま

で
に
①
タ
イ
ト
ル
に「
ヘ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
ー
テ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
申

込
」と
入
力
②
氏
名
、
学
年（
学
生

の
場
合
）、
年
代（
大
人
の
場
合
）③

参
加
希
望
日
を
記
入
し
、
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。　

 

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト　
　

　

 

０
４
９・２
６
1・０
６
４
８

　

 
kouza@

f-bunka.jp

夏
休
み 

伝
統
文
化
・

芸
能
体
験
会

　
地
域
に
残
る
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継

承
の
一
環
と
し
て
、
神
社
の
祭
礼
や
夏

祭
り
に
欠
か
せ
な
い「
お
囃は
や
し子

」と
和
の

文
化「
日
本
舞
踊
・
着
付
け
・
茶
道
」の

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
文
化
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
お
囃
子
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
①
大
井
上
組
囃
子
保
存
会

日
時　
8
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯

　
午
後
5
時
～
6
時
30
分（
4
時
30
分

か
ら
受
付
）

場
所　
大
井
氷
川
神
社
社
務
所

内
容　
囃
子
の
太
鼓
、鉦か
ね

、笛
の
演
奏
・

踊
り
の
体
験
な
ど

講
師　
大
井
上
組
囃
子
保
存
会

対
象　
小
学
1
年
生
以
上

定
員　
各
10
人（
申
込
順
）

　
②
福
岡
中
央
一
丁
目
囃
子
連　

日
時　
8
月
17
日
㈰
・
31
日
㈰

　
午
後
2
時
～
4
時（
１
時
30
分
か
ら

受
付
）

場
所　
福
岡
中
央
一
丁
目
町
内
会
館

内
容　
囃
子
の
太
鼓
、鉦か
ね
、笛
の
演
奏
・

バ
イ
オ
リ
ン
の
世
界
へ

よ
う
こ
そ

　
バ
イ
オ
リ
ン
の
歴
史
や
構
造
、
作
り

方
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
実
際
に
楽
器

に
触
れ
て
音
を
出
す
体
験
を
し
、
プ
ロ

の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
一
緒
に
簡
単
な

合
奏
も
楽
し
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ

オ
リ
ン
の
製
作
に
使
わ
れ
る
木
材
や
ニ

ス
で「
木
の
栞し
お
り」を

自
分
好
み
に
デ
ザ
イ

ン
し
て
作
成
。
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

記
念
品
と
し
て
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時　
8
月
18
日
㈪
①
午
前
10
時
～
11

時
30
分
②
午
後
1
時
～
2
時
30
分

場
所　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

対
象　
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

定
員　
各
回
10
人（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
０
円（
当
日
現
金
支
払

い
の
み
）

申
込
方
法　
8
月
5
日
㈫
午
前
10
時
か

ら
窓
口
か
電
話
で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト　
　

　

 

０
４
９・２
６
1・０
６
４
８

採
れ
た
て
ふ
じ
み
野
畑

　
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
・
狭
山
茶

な
ど
の
農
作
物
を
販
売
し
ま
す（
売
り

切
れ
次
第
終
了
）。

●
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
脇

日
時　
8
月
19
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

●
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト
玄
関
脇

日
時　
8
月
22
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

※
野
菜
の
販
売
の
み
。

●
大
井
総
合
支
所
玄
関
脇

日
時　
9
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

 

産
業
振
興
課

　

０
４
９・２
６
２・９
０
２
４

納
涼
エ
コ
パ
・

カ
ラ
オ
ケ
大
会

日
時　
８
月
20
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

場
所　
エ
コ
パ
大
広
間

定
員　
40
人（
申
込
順
）

費
用　
５
０
０
円

※
別
途
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫
か
ら
窓
口
で

申
し
込
む

 

エ
コ
パ

　

０
４
９・２
９
３・７
５
６
８

平
和
祈
念
映
画
上
映
会

　
市
民
大
学
ふ
じ
み
野
に
お
い
て
、
戦

後
80
年
祈
念
事
業
と
し
て
製
作
さ
れ
た

映
画「
島
守
の
塔
」の
上
映
会
を
開
催
し

ま
す
。
鉄
の
暴
風
と
言
わ
れ
た
激
し
い

空
襲
、
艦
砲
射
撃
、
上
陸
戦
の
絶
望
に

追
い
込
ま
れ
た
沖
縄
戦
の
中
で
後
世
に

一
筋
の
命
を
託
し
た
2
人
の
官
僚
と
沖

縄
の
人
々
の
物
語
を
映
画
化
し
た
も
の

で
す
。

日
時　
８
月
31
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時
15
分（
１
時
30
分

開
場
）

場
所　
上
福
岡
西
公
民
館
地
下
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
人　

定
員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
水・日
曜
日
、祝
日
を
除
く

午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
電
話
で
申

し
込
む

 

市
民
大
学
ふ
じ
み
野
事
務
局

０
４
９・２
５
７・５
５
３
３

踊
り
の
体
験
な
ど

講
師　
福
岡
中
央
一
丁
目
囃
子
連

対
象　
小
学
1
年
生
以
上

定
員　
各
5
人（
申
込
順
）

※
連
続
参
加
が
望
ま
し
い
。

●
和
の
文
化

　
　
―
日
本
舞
踊
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
―

日
時　
①
8
月
24
日
㈰
②
31
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分（
１
時

か
ら
受
付
）

場
所　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

内
容　
日
本
舞
踊
の
踊
り
方
、
着
物
の

着
方

講
師　
珠
山
陽
舟
さ
ん（
ふ
じ
み
野
市

邦
舞
連
盟
）

対
象　
小
学
4
年
生
～
中
学
生

定
員　
各
10
人（
申
込
順
）

●
和
の
文
化

　
　
―
茶
道
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―

日
時　
①
8
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分（
1
時
か
ら
受
付
）②
8

月
31
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午（
9
時

30
分
か
ら
受
付
）

場
所　
①
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

　
②
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

内
容　
お
茶
の
点た

て
方
、
お
菓
子
の
い

た
だ
き
方
、
茶
花
の
生
け
方
な
ど

講
師　

文
化
協
会

茶
道
研
究
会

対
象　

小
学
4
年

生
～
中
学
生

定
員　
各
10
人

　
（
申
込
順
）

●
共
通
事
項　

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫
か
ら
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 
ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会

　

０
４
９・２
５
６・９
７
０
８

家族介護教室・家族交流会
　介護者間で交流・意見交換などを行い、
介護上の悩みや問題を相談しあえます。

日時 場所 主催・問合せ

８月６日㈬
午後２時～
３時30分

市役所第３
庁舎 C201
会議室

高齢者あんしん
相談センターふ
くおか（ 049・
261・1126）

８月８日㈮
午前10時
～11時30
分

介護予防セ
ンター２階 
多目的ホー
ル

高齢者あんしん
相談センターか
すみがおか（
049・2６4・7620）

８月２０日㈬
午後2時～
3時30分

鶴ケ岡会館
集会所 B

高齢者あんしん
相談センターつ
るがまい（
049・256・6061）

 高齢福祉課（ 049・262・9038）

オレンジカフェオレンジカフェ
ふじみんふじみん

日時 場所・問合せ

毎週火曜日
午前１０時～午
後４時

オレンジサロンまつ（滝 1・3・58、
090・4390・５６０８）

８月８日㈮
午後2時～３時

緑ケ丘オレンジカフェ
（西鶴ケ岡２・１０・１緑ケ丘会館、 ０４９・
２６６・０７４２）

８月２０日㈬
午後２時～３時

ＳＯＭＰＯケア ラヴィーレ上福岡（上福岡２・
６・７、 ０４９・２５６・６４５１）

８月２１日㈭午後
2時～３時30分

茶話会みちくさ（上福岡２・４・８上福岡二
丁目集会所、 ０４９・２６４・７６２０）

８月２１日㈭
午後2時～３時

高齢者あんしん相談センターふくおか（市
役所第３庁舎Ｃ２０２会議室、 ０４９・２６1・
1126）

８月２１日㈭
午後３時～４時

大井協同診療所「ｍｙ Ｌｉｆｅ」（ふじみ野１・１・
１５、 ０４９・２６７・１１０１）

9月1日㈪
午後1時30分
～4時

えんがわ（福岡１・１・８ ステラ・イース
ト ミーティングルーム A、 ０４９・２６４・
７２１２）

費用　申し込み時に確認
申込方法　電話で申し込む

　認知症の人と家族、地域住民、専門職などが集う場です。

 高齢福祉課（ 049・262・9038）

　話し相手や手伝いのボランティアを募集します。
応募いただいた人は、活動リストに登録後、オレン
ジカフェとのマッチングを行います。活動内容もボラ
ンティア内容もさまざまであるため、ぜひ皆さんの
得意なことを生かしてみませんか。
日時・場所　各オレンジカフェ
対象　認知症に理解や関心のある人
申込方法　電話で申し込む

得意なことを生かしてみませんか得意なことを生かしてみませんか

オレンジカフェボランティアオレンジカフェボランティア
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
　
　「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」　
　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
記
念

●
ふ
じ
み
野
市
邦
舞
連
盟・洋
舞
連
盟

　
合
同
杮こ
け
らお

と
し
演
舞
会

　
和
洋
の
文
化
が
織
り
な
す
美
し
く
格

調
高
い
文
化
芸
術
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
文
化
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
12
日
㈰
①
洋
舞
の
部
＝
午

前
10
時
～
正
午（
9
時
30
分
開
場
）

　
②
邦
舞
の
部
＝
午
後
2
時
～
4
時
30

分（
1
時
30
分
開
場
）

場
所　
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
ホ
ー
ル
棟

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫
か
ら
ス
テ
ラ・

イ
ー
ス
ト
か
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト
、
ふ

じ
み
野
市
文
化
協
会
の
窓
口
で
整
理

券
を
配
布（
先
着
順
）

 

ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会

　

０
４
９・２
５
６・９
７
０
８

ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
ホ
ー

ル
棟 

開
館
記
念
事
業

●
中
野
翔
太
ピ
ア
ノ・リ
サ
イ
タ
ル　

　
圧
倒
的
な
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た

豊
か
な
表
現
力
と
透
明
感
の
あ
る
音
色

で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
現
代
曲
、
ジ
ャ
ズ
ま
で
自
在
に
奏

で
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　
10
月
25
日
㈯

　
午
後
2
時
か
ら（
1
時
30
分
開
場
）

費
用　
一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
０
０
０
円（
全
席
指
定
、
就
学

前
の
子

不
可
）

●
開
館
記
念
・
萬
狂
言
フ
ァ
ミ
リ
ー
狂

言
会�

野
村
万
蔵
家　

　

お
話
を
交
え
な
が
ら
進
行
す
る
の

で
、
初
め
て
の
人
で
も
分
か
り
や
す
く

気
軽
に
狂
言
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯

　
午
後
2
時
か
ら（
1
時
30
分
開
場
）

費
用　
一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
０
０
０
円（
全
席
指
定 

、
就
学

前
の
子
は
入
場
可
能
、
膝
上
の
場
合

は
無
料
）

●
共
通
事
項

場
所　
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
ホ
ー
ル
棟

申
込
方
法　
8
月
8
日
㈮（
①
午
前
10

時
か
ら
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
と
ス
テ

ラ・ウ
ェ
ス
ト
窓
口
②
午

後
1
時
か
ら
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
）で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト

０
４
９・２
６
１・６
６
７
８

ジ
ャ
ズ
っ
て
何
？
ビ
ッ
グ・

バ
ン
ド
っ
て
ど
ん
な
音
？

●
文
化
芸
術
企
画
提
案
型
委
託
事
業　

　
11
月
22
日
㈯
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト
」を
前
に
音
楽
初
心
者
も
楽

し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
ジ
ャ
ズ
や
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
仕
組

み
、
楽
器
の
役
割
、
聴
き
ど
こ
ろ
な
ど

を
、
ト
ー
ク
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
よ
う
な
進

行
で
お
届
け
し
ま
す
。
出
演
す
る
メ
ン

バ
ー
が
演
奏
の
裏
話
や
見
ど
こ
ろ
も
紹

介
し
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
13
日
㈷
午
後
2
時
～
3
時

30
分（
1
時
30
分
開
場
）

場
所　
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト

出
演
者　
ふ
じ
み
野
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ

定
員　
50
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
9
月
5
日
㈮
か
ら
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト

０
４
９・２
６
１・６
６
７
８

●
文
化
芸
術
企
画
提
案
型
委
託
事
業

　
人
に
あ
げ
て
も
差
し
支
え
が
な
い
本

を
持
ち
寄
り
、
語
り
合
い
、
お
互
い
の

本
を
交
換
し
ま
す
。

日
時　
９
月
13
日
㈯
午
後
１
時
20
分
～

３
時（
午
後
0
時
50
分
開
場
）

場
所　
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト

対
象　
中
学
生
以
上

講
師　
臼
村
さ
お
り
さ
ん（
翻
訳
ラ
イ

タ
ー
）

定
員　
12
人（
申
込
順
）

費
用　
５
０
０
円

持
ち
物　
１
冊
～
数
冊
程
度
の
本

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫

か
ら
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム

で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

　

０
４
９
・
２
６
1
・
６
６
７
８

ふ
じ
み
野
読
書
交
換
会　

本
と
思
い
出
の
交
換

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト　

防
災
フ
ェ
ア
２
０
２
５
　

●
見
て・触
れ
て・学
ぼ
う

　
暮
ら
し
に
役
立
つ
防
災
知
識
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

で
す
。ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　
9
月
20
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
3
時

場
所　
ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

内
容　

地
震
体
験
車
、
煙
体
験
、
消

防
車
搭
乗
体
験
、
A
E
D
操
作
の
体

験
、
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト（
避
難
訓
練
コ

ン
サ
ー
ト
）、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

●
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

　
演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら「
も
し
も
」の
時

に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
た
め
の
流
れ
や

ポ
イ
ン
ト
を
、
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
の

人
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
新
し
い
か

た
ち
の
防
災
体
験
で
す
。

時
間　
午
前
11
時
～
正
午（
10
時
30
分

開
場
）

申
込
方
法　
8
月
5
日
㈫
午
前
10
時
か

ら
ス
テ
ラ・イ
ー
ス
ト
か
ス
テ
ラ・ウ
ェ

ス
ト
窓
口
、
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

０
４
９
・
２
６

１・０
６
４
８

絵
本
コ
ン
サ
ー
ト

●
文
化
芸
術
企
画
提
案
型
委
託
事
業

　
「
心
が
自
由
に
豊
か
に
な
る
」要
素
が

盛
り
だ
く
さ
ん
のf エ
フ S

サ
ウ
ン
ズ

ounds

絵
本
コ

ン
サ
ー
ト
。

　

今
回
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ

ロ
、
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
と
世
界
の
名
作

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
読
み
聞

か
せ
の
コ
ラ
ボ
演
奏
で
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
18
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
20
分

　
（
楽
器
体
験
＝
午
後
2
時
20
分
～
3

時
）

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル

　
ト
レ
ア
ド
ー
ル 

　
ア
イ
ネ 

ク
ラ
イ
ネ 

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

　
カ
ノ
ン

費
用　
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
５
０

０
円（
就
学
前
の
子
は
無
料
）

申
込
方
法　
①
8
月
5
日
㈫
か
ら
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
、
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス

ト
、ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト
窓
口
か
ウ
ェ

ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 

ス
テ
ラ・ウ
ェ
ス
ト

　

０
４
９・２
６
１・０
６
４
８

　
　

　

９
月
23
日
の「
手
話
言
語
の
国
際

デ
ー
」と「
手
話
の
日
」に
併
せ
て
、
映
画

「
名
も
な
く
貧
し
く
美
し
く
」上
映
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
困
難
な
時
代

を
生
き
た
、
ろ
う
者
夫
婦

の
愛
情
を
描
い
た
作
品
で

す
。

日
時　
９
月
23
日
㈷
①
午
前
10
時
～
正

午
②
午
後
2
時
～
4
時

※
各
回
30
分
前
か
ら
受
付

場
所　
上
福
岡
西
公
民
館
地
下
ホ
ー
ル

定
員　
各
回
１
５
０
人（
先
着
順
）

主
催　
ふ
じ
み
野
市
聴
覚
障
害
者
会　

 

障
が
い
福
祉
課

　

０
４
９・
２
６
２・

９
０
３
１

　

０
４
９・
２
６
３・

７
１
１
９

「
名
も
な
く
貧
し
く

美
し
く
」上
映
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
第
２
回
提
供
会
員
交
流
会

日
時　
９
月
10
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

（
９
時
50
分
受
付
）

場
所　
東
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
会
員
同
士
の
情
報
交
換
、
制
作

対
象　
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

タ
ー
提
供・両
方
会
員

定
員　
10
人
程
度（
申
込
順
）

申
込
方
法　
８
月
６
日
㈬
か
ら
窓
口
か

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

※
土
・
日
曜
日
、８
月
13
日
㈬
は
休
館
。

 

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

　

・　
　
　
　
　

０
４
９・２
６
２・１
１
３
５

第
15
回「
農
」と
里
山

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
三
富
地
域
の「
農
」と
里
山
の
シ
ス
テ

ム
を
維
持・発
展
さ
せ
る
た
め
、講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
６
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時（
正
午
開
場
）

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
①
基
調
講
演「
農
業
の
未
来
を

ひ
ら
く
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役

割
」②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
三
富
地
域
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

未
来
を
考
え
る
」

講
師　
①
後
藤
光
蔵
さ
ん（
武
蔵
大
学

名
誉
教
授
）

定
員　
１
５
０
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
８
月
29
日
㈮
ま
で
に
⑴
郵

便
番
号
⑵
住
所
⑶
氏
名
⑷
電
話
番
号

を
記
載
の
上
、は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
む

 

川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
〒
３
５
０
・
１
１
２
４
川
越
市
新
宿

町
1・17・17

　

０
４
９・２
４
２・１
８
０
８

　

０
４
９・２
４
３・７
２
３
３

　

r4218103@
pref.saitam

a.
lg.jp

監査委員が選任されました
　監査委員（任期：令和 7 年 6 月 19 日
から令和 9 年 4 月
30 日まで）に川畑京
子さん（ふじみ野市
南台）が選任されま
した。

「見て」「さわって」「感じる」体験の場
えこらぼの

環境学習講座

日時　９月５日㈮午後7時～８時30分
場所　ふじみ野市・三芳町環境センター環

境学習館えこらぼ
内容　夏の星座と月面、土星を観察しよう
対象・定員　小学生以上（小学生は保護者

同伴）・１２組
※初参加者を優先します。
申込方法　８月２１日㈭までに

電話かウェブフォームで申
し込む（抽選。当選者のみ8
月26日㈫までに連絡）
 環境課（ 049・262・9022）

●星空教室

 人事課（ 049・262・90０8）
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●
費
用
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
　
　
　「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」　
　
　「
ふ
じ
み
ん
元
気・健
康
ポ
イ
ン
ト
」対
象
事
業

PP

認
知
症
パ
ネ
ル
展

　
９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で

す
。
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
広
げ
る

た
め
に
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
市
で
実

施
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
程　
８
月
25
日
㈪
～
９
月
５
日
㈮

場
所　

大
井
総
合
支
所
１
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

 

高
齢
福
祉
課

　

０
４
9
・
２
６
２
・
９
０
３
８

障
が
い
者
余
暇
活
動

支
援
事
業

　

　
障
が
い
の
あ
る
人
に
向
け
て
月
に
1

度
、
軽
運
動
や
創
作
活
動
な
ど
講
師
を

招
い
た
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　
①
8
月
9
日
㈯
②
9
月
20
日
㈯

③
10
月
11
日
㈯

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

り
あ
ん
ス
ペ
ー
ス

内
容　
①
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ（
実
費
あ

り
）②
楽
器
づ
く
り
③
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
応
援
企
画 

軽
運
動

対
象　
お
お
む
ね
18
歳
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
人（
家
族
な
ど
の
付
き
添
い

可
）

定
員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　
窓
口
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

フ
ァ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

 

障
が
い
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

０
４
９・２
６
６・１
１
０
０

　

０
４
９・２
６
９・１
４
２
８

ふ
じ
み
野
産
文
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５

　
ダ
ン
ス
や
合
唱
、
楽
器
演
奏
な
ど
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
お
送

り
す
る
産
文
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
8
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９・２
６
９・４
８
１
１

保
育
・
介
護 

W
O
R
K 

F
E
S 

埼
玉
２
０
２
５

　
保
育・介
護
分
野
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
24
日
㈬

　
午
後
１
時
～
4
時　

場
所　
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
展
示
場（
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１・７・５
）

 

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課

　

０
４
８・６
０
０・６
２
０
８

　
　

日
曜
日
セ
ミ
ナ
ー

●
忍
び
寄
る
高
血
圧
か
ら
血
管
を
守
る　

　
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」の
異
名
を
持

つ
高
血
圧
。
高
血
圧
は
知
ら
ぬ
間
に
血

管
に
負
担
を
か
け
、
動
脈
硬
化
や
腎
臓

病
を
進
行
さ
せ
ま
す
。
今
年
は
血
圧
か

ら
、
自
分
の
か
ら
だ
と
向
き
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
忍
び
寄
る
高
血
圧
や
動
脈

硬
化
を
遠
ざ
け
る
秘
訣
を
、
専
門
医
が

徹
底
解
説
し
ま
す
。

日
時　
９
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
45
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー （
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

講
師　
飯
田
圭
さ
ん（
ふ
じ
み
野
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長
、
飯
田
医
院
副
院
長
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤
の
人

定
員　
50
人（
抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫
～
25
日
㈪

（
必
着
）に
①
件
名「
血
圧
日
曜
日
セ

ミ
ナ
ー
」②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
生

年
月
日
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
講
師

へ
の
質
問（
任
意
で
１
人
１
つ
ま
で
）

を
記
入
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
か
は
が
き
、

封
書
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
む

受
講
決
定
通
知　
９
月
10
日
㈬
ま
で
に

申
込
者
全
員
に
発
送
予
定

 

保
健
セ
ン
タ
ー
〒
３
５
６・
０
０
１

１
福
岡
１・２・５

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
０

健
康
生
活
セ
ミ
ナ
ー

●
運
動
不
足
解
消
教
室
～
動
か
し
て
、

考
え
て
、
健
や
か
に
！
ス
ト
レ
ッ
チ

＆
脳
ト
レ
実
践
法　

　
元
気
に
楽
し
く
過
ご
す
未
来
の
た
め

に
、
今
で
き
る
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ス
ト
レ
ッ
チ
で
動
き
や
す
い
体

を
つ
く
り
、
転
倒
予
防
体
操
や
脳
ト
レ

で
体
を
楽
し
く
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
12
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー 

健
診
室

内
容　
マ
ッ
ト
上
ス
ト
レ
ッ
チ
、
転
倒

予
防
体
操
、
脳
ト
レ
運
動
な
ど

※
立
位
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
出
来
る
程
度

の
運
動
で
す
。

講
師　
伊
藤
美
香
さ
ん（
P
F
A
ピ
ラ

テ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
チ
）

対
象　
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
40
歳
以
上

の
人

定
員　
20
人（
抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

（
必
着
）に
①
件
名「
健
康
生
活
セ
ミ

ナ
ー
」②
名
前（
ふ
り
が
な
）③
生
年
月

日
④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号

を
記
入
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
か
は
が
き
、

封
書
、ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム

で
申
し
込
む

受
講
決
定
通
知　
8
月
28
日
㈭
ま
で
に

申
込
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
同
封
の

上
発
送
予
定

 

保
健
セ
ン
タ
ー
〒
３
５
６・０
０
１

１
福
岡
１・２・５

　

０
４
９・２
６
２・９
０
４
０

PP

集
団
乳
が
ん
検
診 

第
２
期

日
程　
①
10
月
９
日
㈭・10
日
㈮・11
日

㈯
　
②
10
月
16
日
㈭・17
日
㈮・18
日
㈯

※
10
日
㈮・17
日
㈮
は
保
育
あ
り（
要
事

前
予
約
）。

場
所　
①
保
健
セ
ン
タ
ー
分
室（
大
井

総
合
支
所
2
階
）

　
②
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）

対
象　
40
歳
以
上
に
な
る（
昭
和
61
年

３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
）女
性

※
昨
年
度
に
受
診
し
た
人（
本
年
度

ク
ー
ポ
ン
対
象
の
人
は
受
診
可
能
）や

治
療
中
、
授
乳
を
終
え
て
間
も
な
い
な

ど
、
個
人
の
状
況
に
よ
り
検
診
に
適
さ

な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

定
員　
各
１
２
０
人（
申
込
人
数
に
よ

※
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
ん
だ
場

合
は
、
申
込
み
完
了
メ
ー
ル
が
決
定
通

知
の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
４
９
・
２
６

４・８
２
９
２

り
、
中
止
す
る
場
合
あ
り
）

検
診
方
法　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
乳
房

Ｘ
線
撮
影
）

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈫
～
22
日
㈮
に

保
健
セ
ン
タ
ー
か
大
井
総
合
支
所
窓

口（
抽
選
）、ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム（
申
込

順
）で
申
し
込
む

※
電
話
や
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
診
決
定
通
知　
９
月
17
日
㈬
ま
で
に

窓
口
申
込
者
に
郵
送

PP

今回のテーマ認定基準は「たんぱく今回のテーマ認定基準は「たんぱく
質充実メニュー」です。たんぱく質質充実メニュー」です。たんぱく質
をしっかり摂って夏バテしない元気をしっかり摂って夏バテしない元気
な身体をつくりましょな身体をつくりましょ
う。詳しくは市ホームう。詳しくは市ホーム
ページをご覧くださページをご覧くださ
い。い。

さば缶のスコップコロッケ

元気・健康メニューを作ろう！

材料 2人分

・じゃがいも        中 3 個 (300g)
・玉ねぎ　　        中 1/2 個 (100g)
・にんじん　　　  40g 
・さばの味噌煮缶  1 缶 (150g)　
・ピザ用チーズ　  40g
・パン粉　　　　  大さじ 4 (12g)
・サラダ油　　　  小さじ 1 (4g)
・こしょう　　　  少々

作り方作り方
①じゃがいもを洗い、皮をむいてラップに包んで電子レン①じゃがいもを洗い、皮をむいてラップに包んで電子レン

ジで 600 ｗで 6 分加熱し、柔らかくなったらフォークなジで 600 ｗで 6 分加熱し、柔らかくなったらフォークな

どでつぶす。どでつぶす。

②玉ねぎ・にんじんの皮をむき 5㎜角のみじん切りにする。②玉ねぎ・にんじんの皮をむき 5㎜角のみじん切りにする。

③フライパンにサラダ油を入れ②を炒める。柔らかくなっ③フライパンにサラダ油を入れ②を炒める。柔らかくなっ

たら①とさばの味噌煮缶をほぐしながら汁ごと入れて混たら①とさばの味噌煮缶をほぐしながら汁ごと入れて混

ぜる。ぜる。

④耐熱皿に移し、こしょう・チーズ・パン粉をかけて 600④耐熱皿に移し、こしょう・チーズ・パン粉をかけて 600

ｗのトースターで 5 分焼いて完成。ｗのトースターで 5 分焼いて完成。

  朝霞保健所 ( 048・461・0468）食中毒に気を付けましょう

　夏季は湿度や気温が高く、細菌による食中毒が発生しやすい時期です。原因の多く
は、食肉を生や加熱不足で食べることによるカンピロバクターや腸管出血性大腸菌О―
157 などです。ポイントを意識して食中毒に気を付けましょう。

①肉の生食は、食中毒のリスクがありま
す。生食用でも、子どもや高齢者な
ど抵抗力の弱い人は控えましょう。

②肉を調理するときは、中までよく加熱
（75℃で１分間以上）しましょう。

③肉は、細菌が増殖しないように低温
（10℃以下）で保存しましょう。

④焼肉やバーベキューの際は、生肉に
触れた箸やトングで、焼きあがった

肉やサラダなどを食べないようにしま
しょう。

⑤野菜・果物・調理済みの食品は、生
肉やその肉汁と触れないようにしま
しょう。

⑥生肉の調理に使用した包丁やまな板な
どは、その都度、洗浄消毒をしましょう。

⑦生肉に触れた後やトイレの後は、手指
の洗浄消毒をしましょう。

気を付けるポイント




